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Summary 
The Sutra on the Ocean-Like Samadhi of the Visualization of the Buddha『観佛

三昧海経』 (Guanfo sanmei hei jing) is one of the six visualization sutras, and it 
has been included in the Chinese Buddhist canon and accepted as truth for a long 
time. However, it is regarded as an apocryphal text by some studies that consider 
it to have some philological and linguistic errors. 

Nevertheless, this text, affected several Buddhist texts, especially Pure land 
Buddhist texts,『観念阿弥陀仏相海三昧功徳法門』(Guannian Amituofo xianghai 
sanmei gongde famen) and『往生要集』(Ōjōyōshū). These texts referenced the 
“white tuft between the eyebrows” (ūrṇa) and the light it emitted as visualization 
object. Furthermore, some studies have examined the virtue of visualization centered 
on the white tuft in accordance with the texts.

 Thus, this article describes the function of the white tuft and the light it emitted. 
The white tuft and the light in this text together constitute, represent, not only 
one of the thirty-two marks, but also the manifestation of the miraculous power 
that the Buddha preached about in texts such as the Avataṃsaka Sūtras and the 
Daśa-Bhūmika Sūtra.

Some studies have observed and proved that this text is closely related to 
the Samadhi texts and that it is in accordance with some Mahāyāna Buddhist 
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texts and commentary texts, including『禅秘要法経』(Chan miyaofa jing), the 
Mahāyāna Mahāparinirvāṇa sūtra『大般涅槃経』(Daban niepan jing),『大智度

論』(Da zhidu lun), and others. However, the Avataṃsaka Sūtras have, not been 
studied despite their importance in relation to this text; the role played by the 
white tuft and the light it emitted are their representatives.

In this text, the light emitted by the white tuft is a miracle that only the Buddha 
knows about; neither we nor the tenth-stage bodhisattva can understand it. 

Therefore, the light of the white tuft is usually hidden inside the white tuft 
itself. However, despite hiding it, the Buddha showed a little of this light to all 
living beings because of his deep mercy. In addition, according to this text, one 
of the concrete merits is the remission of sins for us in this text.

Thus, it is advisable to concentrate on observing each of the Buddha as 
described in this text; particularly, the white tuft is the most valuable origin of the 
light, which includes the virtue of the Buddha’s power.

『観佛三昧海経』における白毫相と光明に関する考察

小笠原 亜矢里
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はじめに

『観佛三昧海経』（大正 vol.15, No. 643 以下本経）は、長い間 5世紀の佛
駄跋陀羅訳として入蔵されてきた経典であるが、これまでの先行研究にお
いて、今日では恐らくは疑経であろうとされている観仏経典類（六観経）
の一つである1）。
『観無量寿経』を含む、所謂「六観経」は、その訳出等に於いて多くの
疑問が持たれている経典群であるが、後の仏教界に与えた影響は大きく、
本経に関しても、特に浄土教系に於いては『安楽集』『観念阿弥陀仏相海
三昧功徳法門』『往生要集』など、歴代の高僧らがその著述の中で本経の
名を挙げる。
中でも『往生要集』に於いて、本経を所依とした「観白毫相」の功徳に

ついて詳細に説くところは、既にいくつかの先行研究2）によって指摘を受
けているものであるが、本経に於ける白毫相のはたらきそのものや、光明
功徳の所依についての言及は見当たらない。
そこで本稿では、本経中に於ける重要相好である白毫相とその光明功徳

についての考察を行い、経典内でその典拠とされている「諸修多羅」につ
いて「十地の菩薩」を手掛かりに、その深源についても検討していくもの
とする。
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1. 本経における相好と白毫相

1.1. 本経の目的と相好

まず本経の目的であるが、「六譬品」第一に於いて、釈尊が「仏滅度後
の衆生に対する見仏の方法を説く」ことを明示している。その例として
「六譬喩」を挙げながら①懸念、観仏色身3）、②念仏之心、③正念思惟諸
仏境界、④観仏三昧、⑤懸心思惟諸仏境界4）の五つの為すべきこと及びそ
の功徳が説かれるところから、この五つについて説くことが本経の中核を
為すものと考えられる。
「序観地品」第二に於いては、釈尊が冒頭で「云何名爲觀諸佛境界」と
宣説し、釈尊在世の衆生の為すべきこととして、上記の中から念仏・観
仏・見仏、分別相好などが述べられ、次いで仏滅度後の四部衆らについて
も同じように為すべきこととして、懸念・思惟・行禅・三昧正受などが説
かれる。
仏滅度後の衆生には、更に経典の読誦と戒律の浄持、懸念思惟して心を

散乱させないこと、の三つが別で説かれており、経典によると、この懸念
或いは懸心の対象とは、相好をはじめとして、行・生涯・教化・慈悲等々
の釈尊のあらゆる境界とされる。
この後、観察の基軸となる相好について仏の五十六相が挙げられていく

が、この五十六相は、先行研究により『禅秘要法経』及び『治禅病秘要
法』などの禅観経典類や『大智度論』などとの関係性が高いであろうこと
が既に指摘されており5）、本経が、実践的には仏の相好を正念・懸心思惟
して観察することを重視した経典であることがわかる。
次の相好観察を詳細に説く「観相品」第三に於いては、観察されるべき

多くの相好の中でも、特に頂相・額相（白毫相を含む）・舌相・缺瓫骨満
相・憶徳字相・萬字印相・放常光相（肉髻光、白毫光）・臍相が重視され
ているとみられる。
これらの相好観察に於いては、単に色身相好の観察だけではなく、仏伝
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系文献に沿った形や十方世界に於いての観察も同時に説かれ、他にも「十
地の菩薩」が教説に登場するなどの特徴が認められるからである。

1.2. 白毫相と本経における記述

中でも白豪相については、これらを含んだ観察が二箇所に亘って詳細に
説かれるなど、より丁寧な形で扱われており、白毫相が本経に於いて重要
な相好となっていることがわかる。
本経が白毫相及びその光明に特別な地位を与えていることは、各相好の

観察中に於いても白毫相が頻出することや、「観佛密行品」第十二に於い
て、釈尊が本経の別名を「亦名觀佛白毫相（経）」として、受持するよう
阿難に付嘱するところからも疑う余地はない。
白毫相そのものは、大人相の一つとして広長舌相や陰馬蔵相と共に、

Sutta-nipāta（1022 偈）などの比較的古い文献においても既に個別にその
名がみられる6）が、仏伝系文献や大乗経典などでは、大人相の一相として
以外にも、光明と結びついて本経のように特別なはたらきを持つ相好とし
て説かれている7）。
本経の白毫相についての記述は、十巻十二品全体を通じて満遍なく見ら

れるが、前述の「観相品」第三及び、行についての観察が説かれる「観四
無量心品」第五、「観四威儀品」第六、本経の後半とされる「本行品」第
八に於いて、特にその功徳が説かれる。
中でも「観相品」における「額廣平正相」中の「白毛相」と「放常光

相」の「眉間光明」は、前述したように「十地の菩薩」との関係性や相好
観察の面に於いても詳細に説かれており、以下、この二相について白毫相
のはたらきと光明功徳について検討していくものとする。

2. 「観相品」第三における白毫相

2.1. 「額廣平正相」における白毫相

「観相品」に於いて最も長く詳細に説かれる相好が「額廣平正相」であ
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るが、「白毛（毫）相」8）はこのうちの一相として説かれる9）。
ここでは、白毫を「白毛」または「白毫毛」と記述している箇所がいく

つかみられるが、厳密な区別が為されているというよりは、見るものに
よって白毫の見え方が異なる例として挙げられている箇所が多く10）、また、
後述するように衆生に目に見える形での具体的な仏力の顕現としても「白
毛」と記述されていると思われる箇所もある。
「額廣平正相」の「白毛（毫）相」では、初生時・童子時・納妃時・出
家時・苦行時・降魔時・初成仏時において其々に白毛、または白毫相を観
察するが、降魔時と成道時以外の観察は比較的短く、降魔・成道の二つが
詳細に説かれるといった偏った構成となっている。
このうち、降魔で観察する白毫相は、釈尊が眉間の白毛を直接阿鼻地獄

へと伸ばして届けることによって地獄の罪人を救済し、魔族に対しては白
毛11）や白毫光を擬した形で己の不浄を知らしめるなど、教化のはたらき
をするものであるが、白毫光明そのものは、魔王波旬への「降魔」で放光
される。
また、この「菩薩降魔時白毫相」を懸心正観する功徳は、「無数劫の黒

業悪障を滅し、十悪諸煩悩障を除く」12）とされ、ここではじめて滅罪の功
徳が説かれる。以下、本経中に於けるこれ以降の相好観察の正観には、こ
の滅罪の功徳が説かれることになる。
「如来初成仏時白毫光」が説かれる次の成道では、金剛座上に生じた蓮
華に釈尊が坐することで成菩提が完成する描写となっており、この金剛座
を生じさせるのは白毛光明の力によるものと説かれ、教説は以下の通りに
続く。

佛心の境界は説き盡すべからず13）。若し廣説するは、一切衆生十地の
菩薩に至るまで、知ること能わず、解する所に非ず。是の故に白毫相
中に於いて隠して説かず。是の如き白毛光明力故に菩提樹を金剛とし
て茎と為し、根もまた金剛とせしむ14）。	 （大正 vol.15, No. 642, 653b.）
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ここで「白毫光明力」ではなく「白毛光明力」と記述があるのは、先に
挙げたように仏力を具体的に表現したものとも考えられる。
また、本経ではこの成道に於いてはじめて「十地の菩薩」の文言が見ら

れ、更に以下のように説かれる。

既に成佛し已りて、白毫光明の衆相を具足するは、諸の修多羅に佛已
に廣説したもう。白毫相光の究竟の處は、十地の菩薩ようやく見るこ
とを得。先に小を説くは、世間の此の事を見易くするに随応す15）。

（大正 vol.15, No. 642, 655a.）

衆相を具足する白毫光明は、十地の菩薩でようやく見ることが可能とな
るものであり、この光明について小を説くのは、あくまで衆生に見易くし
たものとする。
また、本経では、上段の教説のように白毫相から放たれる白毫光明で顕

現される仏力そのもの「佛心の境界」も、本来は、一切衆生や十地の菩薩
にも不思議であり、それ故に白毫相に隠されていると説かれているが、そ
の白毫相自体の功徳も、「如来に無量相好あり。一一の相好中の八万四千
の諸相好、是の如き相好も、白毫の小分の功徳には及ばず」16）とされている。
以上のことから、本経の「額廣平正相」に於いては、「白毛」といった

衆生でも理解可能な具体的な表現を適時用いながら、白毫相及びその光明
の持つ絶大な功徳を「十地の菩薩」を喩えに、説いていることがわかる。

2.2. 「放常光相」における白毫相

「放常光相」は他の色身相好とはやや異なり、光明そのものを観察する
相好となっているが、この「放常光」は本経と『大智度論』の「放光釋
論」に特徴的に見られる光明釈と思われる17）。
『大智度論』に於いては、常光とは菩薩が生まれた時から備わっている
不断のものであるが、光明を受けるだけの眼のない衆生には、それが部分
的にしかわからず、放光とは、そうした常光を知らしめるべく身光より放
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たれる光明とされる。
身光ゆえに、こうした放光は何らかの相好を介して説かれるものであ

り、すなわち「具体的に佛身の特定の場所より、特定の時を得て、衆生を
警覚するために放たれるのが、放光である。」18）とされる。
本経では、「放常光相」の冒頭に於いて以下のように説かれる。

佛父王に告げたもう。云何に如来の放常光を観ずるや。如来、今は未
来世の凡夫人の為に當に少光を現すべし。彼の諸の凡夫は當に是を観
じ學ぶべし19）。	 （大正 vol.15, No. 642, 662c.）

この後、「放常光相」では肉髻光明と眉間光明の二つが挙げられるが、
白毫相光については以下の教説となっている。

佛父王に告げたもう。云何に観於如来眉間光明と名づくるや。如来、
今は此れ後世の諸衆生の為故に、當に白毫相光に於いて少現すべし。
是の語を作す時、時に佛眉間より即ち白毫大人相光を放ちたもう20）。

（大正 vol.15, No. 642, 663a.）

本来衆生には見えない白毫光について「小を現ずる」ことは 2.1.「如来
初成佛時白毫相光」に於ける、「小を説く」の教説に通じると思われるが、
ここでは光が世界や仏をめぐる描写が、イメージしやすいよう簡略的に短
く説かれた後に以下のように述べられる。

佛阿難に告げたもう。如来の白毫相光は、諸修多羅中で佛が已に廣説
したもう。是の如き妙光は、唯、仏と仏とが見、十地の菩薩も見るこ
と明了ならず。是の故に此の中では少分を而して説く。少分を説くは
凡夫人の為なり21）。	 （大正 vol.15, No. 642, 663b.）

「放常光相」の眉間光明に於いては、2.1. と同様、「少分」とはいえ白毫
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光とは本来は十地の菩薩にも明了には見えないことを再度説く。更にここ
では、懸心、思惟といった文言がなく、詳細な観察に関する描写もないと
ころからも、この教説はあくまで凡夫人の為であると推測できる。
また、現在世においても「如来が少現した白毫光は、父王將いる所の衆

中八千人の遠塵離垢を持し、法眼浄を得る」22）と説いているところからも、
小現あるいは小分を説く対象が、相好の正念思惟観察に耐えられない凡夫
人であることを示唆していると思われる23）。

3. 華厳経類と白毫相

3.1. 「諸修多羅」について

本経に於いては、2.1. で述べたように白毫光明が仏力を顕現することが
説かれているが、この白毫光明については諸修多羅に「仏已に廣説したも
う」と繰り返し説かれる。
この諸修多羅については、最も近いと思われるのは本経に頻出する「十

地の菩薩」の文言から「十地経」系を含む華厳経類と推測できるが、本経
に影響を与えたと考えられる他の経典に関しても、その可能性を見ておく
必要がある。
観仏経典の前駆とされ、本経への影響力が大きいとみられる禅観経典類

においては、「十地の菩薩」はほとんどみられず、白毫相も基本的には観
想対象の相好の一つである。また、『涅槃経』に於いても「十地の菩薩」
は見られるが、白毫相は三十二相の一つとしての扱いとなっている。
本経との関わりはあまり指摘されないが、『法華経』に於いても説法時

に白毫光が放光される。ただ『法華経』で白毫光明が放光されるのは「序
品」第一と「見寶塔品」第十一、「妙音菩薩品」第二十四のみであり24）「十
地の菩薩」も見られない。
対して華厳経類では、「十地の菩薩」は当然であるが、本経中に説かれ

る「如雑華説」や「於雑華経」といった文言とその教説についても関係性
をみることが可能25）であるところから、本経に大きく影響したであろう
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ことは、ほぼ間違いがないと思われる。
白毫相との関係に於いては、説法時を始めとした白毫光明の放光回数は

他の経典の群を抜いており、『八十華厳』26）の「如来還相品」及び「華蔵
世界品」（『六十華厳』「盧舎那仏品」相当部分）をはじめとして、「十地
品」「如来出現品」以降に於いて特に白毫相光が頻出することから、その
関係性を指摘することも可能である。
また、2.1. で述べたように、本経の「白毫光明の衆相を具足するは、緒

の修多羅に佛已に廣説したもう。」の「衆相」についてであるが、華厳経
類に於いて諸相好に関して別立てで詳細に説かれるのは「如来十身相海
品」である。この「十身相海品」と比較をすると、ここで説かれる如来
九十七相の多くは色身相好ではなく、光明そのものである点が本経とは大
きく異なる。
しかし、最後には、仏の相好は無量相好として、「十華蔵世界海微塵數

の大人の相」27）とされ、その上で「一一の身分は衆寶妙相を以て莊嚴を為
す」と説かれている28）。
本経に於ける相好も 2.1. で述べたように「如来に無量相好あり」とされ、

「是の如き相好も、白毫の小分の功徳には及ばず」また、その「白毫光明
は無量相好の一切を具足する」とされているところから、白毫相は上記
「如来十身相海品」の「十華蔵世界海微塵數の大人の相」に通じるとも考
えられる。
ただし、本経に於いては「諸修多羅」とあるように、一つの経典に限定

することなく、いくつかの経典が白毫相光に関係している可能性も完全に
否定できないことには注意をしておく必要がある。

3.2. 「十地品」と白毫相光

本経の白毫相光に関しては、前述の如く華厳経類の影響が大きいものと
考えられるが、その説明に於いては「十地の菩薩」と共に説かれているこ
とがほとんどである。従って、華厳経類の中でも先ずは『十地経』系につ
いて、両者の関係性を見ていくのが妥当と思われる。
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『八十華厳』の場合、「十地品」に於ける仏の白毫相からの放光は初地の
歓喜地と十地の法雲地の二箇所で見られる29）。

爾時世尊、眉間より清浄光明を出したまい…〈略〉…又一切如来の衆會
を照らし、諸佛の不思議力を顕現す30）。	 （大正 vol.10, No.279, 180b.）

爾時十方一切諸仏、眉間より清浄光明を出したまい…〈略〉…其の眷属
の光明も亦、各彼の諸菩薩の頂に入る。爾時當にこの菩薩、先ず未だ
得ざる所の未曾有の百萬の三昧を得、名付けて已に受職の位を得ると
為し、佛の境界に入りて十力を具足し佛の数に堕在す31）。

（大正 vol.10, No.279, 206a.）

白毫放光は、引用上段の「十地品」の歓喜地に於いては仏の世界の「不
思議力の顕現」であり、その不思議力は、下段法雲地に於いても「光の灌
頂」32）として十地の菩薩を「諸仏の境界」に入らしめ成仏させる具体的な
仏力としてはたらいていると思われる。これは、『六十華厳』を含む漢訳
『十地経』系や梵本においても、共通して認められる33）。

また「十地品」ではないが、『八十華厳』の「如来現相品」に於いても、
仏の眉間白毫光明は仏の無量無辺境界の神通力を菩薩に得さしめんとして
放たれており、この光が教説を説く普賢菩薩を顕現するとある。

爾時世尊、一切の菩薩大衆をして、仏の無量無辺境界の神通力を得さ
しめんと欲するが故に、眉間光を放つ。この光一切菩薩智光明と名づ
け、普く十方蔵を照耀す…〈略〉…また諸仏大願之雲を雨ふらし、十方
諸世界中に普賢菩薩を顕示す34）。	 （大正 vol.10, No.279, 029c.）

このように、『華厳経』に於いては、仏力の顕現が白毫光明の放光を通
して説かれる形が「十地品」をはじめとしていくつか認められるが、本経
に於いても、仏力の顕現は、成道時に「如来初成佛時白毫相光」を通して
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具体的に説かれていることは 2.1. で述べた通りである。

結 語

本経に於いての仏の白毫相は、通常観察の対象である色身相好の一つと
してのみではなく、そこから放たれる白毫光明は仏力の顕現としての意味
を持ち、それは華厳経類、特に『十地経』系で説かれる仏特有の白毫光明
のはたらきと類似する点があるものと考えられる。
この不思議の白毫光明は、本経に於いては、本来は仏のみが知るところ

のものであるが故に普段は白毫相の中に隠されているが、その「少分」は
放光の形をとって、あらゆる仏滅度後の衆生にその功徳が施されるとさ
れ、その具体的な形の一つが「滅罪」として説かれている。
本経は、本来は無量である仏の相好について、色身相好を介して、観察、

見仏せしめ、成仏道に導くという佛の大悲に基づいて説かれたものであり、
教化の対象は四部衆のみならず未来世の凡夫人をも含むものである。その
本経に於いて、一切の相好を具足する光源として特別な地位を持つ白毫相
は、仏のはたらきを象徴する相好として、その絶大な功徳を説く教説と共
に、後の時代へと大きな影響を及ぼしていったものと考えられる。
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